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 １月18日 本校３年生の音楽選択者12名が深川小学校を

訪れ、深川小１～３年生と音江小２年生の子ども達（120

名）に、授業で練習を積んできた演奏を披露し、子ども達と

の交流も深めました。ハンドベルでは「涙そうそう」を、リ

コーダー四重奏では「おしえて」（アルプスの少女ハイジの

テーマ）を演奏、ピアノでは「みせて、あなた」を引き語り

しました。深川小には深川出身の先生がおり、真鍋さんと共

演する場面もあり、子どもたちも大いに盛り上がりました。

自分達の演奏に感動してくれている様子の子ども達を見て、

高校生自身も感動に包まれ、これまでの学習の成果を確認で

きる貴重な１日となりました。 

 

 

 ３年生の多くが高校卒業後の進路目標を達成しつつあります。後輩へのアドバイスが本校の「進路だより」に寄せ

られています。その中から抜粋します。 

私は北海道教育大学旭川校の数学教育専攻に学校推薦型入試／公募制で合格しました。後輩たちの参考になればと

思い、アドバイスです。まずは書類関係です。募集要項など必要なものは、自分が思う以上に早めに取り寄せるべき

です。自己推薦書は１ヶ月以上前に書き始め、先生に何度も添削してもらいましょう。最初の印象から面接の質問ま

で、この自己推薦書で決まってしまうので、余裕をもってきちんと取り組んだ方がいいです。 

 次に面接です。私の面接練習は先生方にお願いして７回実施しましたが、最低ラインは 10 回だと思います。口頭

試問もあったので、数ⅠＡⅡＢの教科書にある公式をすべて説明・証明できるように読み返しました。また、授業や

講習などで友だちに教えるなかで実力を付けていきました。面接で最も必要なのは、印象の

良さとコミュニケーション能力です。その大学を受ける理由・意義・目的などを明確なもの

にし、自身をアピールして好印象を与えましょう。 

 最後はやはり「準備は早め」に。印象の良さ・コミュニケーション能力につながる部局活

動・学校行事などにも全力で取り組んでください。また、推薦を受ける場合も受験勉強は手

を抜かず取り組んでください。それらが合格を確実なものにしてくれます。【髙田 翼】 

 

私は深川市役所への採用が決まりました。深川市役所への就職は、漠然とですが高校入学

時から考えていたことなので、当時からの願いが叶い、とてもうれしく思います。 

 ２年生中盤から公務員模試がスタートしますが、はじめは勉強方法もわからず、かなり苦

戦しました。対策をせねば受かることもなく、いずれやらなくてはならないことだと一種の

諦めをつけ、対策に取り組み続けました。「頑張る」や「努力する」という言葉は大事だと

思いますが、私の場合はそれ以上に「腹をくくる」／この言葉が当時に一番当てはまる表現

であったと思います。そんな思いでコツコツと勉強を重ねていき、試験本番を迎えました。 

私は国家公務員と北海道職員、深川市役所の３つを併願し、ありがたいことに全て合格を頂くことができました。就

職活動に必要だったものを考えると、それは「覚悟」だったと感じます。この道に進む「覚悟」、社会に出るという

「覚悟」、これが大事だったと思うのです。私にそれが十分あったかというと、そうは言い切れないかもしれません

が、進路を決める上でとても重要なことだと思います。【一戸夕菜】 

 

 

１日（木）生徒会各委員会 スクールカウンセラー訪問 

３日（土）高２共通テスト模試 高２看護模試 高２公務員模試 

５日（月）総合探究講演会 学校環境衛生検査（空気） 

６日（火）GTEC 

７日（水）スキー授業（２年） 

８日（木）スキー授業（１年） 進路講演会（２年） 

９日（金）漢字検定 

２０日（水）学年末考査（～２２日） 

２７日（火）模擬面接指導（２年） 高体連空知支部総会 

２９日（木）卒業式会場設営 卒業式予行 同窓会入会式 

 

最初は楽しんでもらえるか心配でしたが、

感動して泣いている子やリズムに乗っている

子などもいて安心しました。選曲が難しく、

小学生の知らない曲もありましたが、真剣に

聴いてくれました。音楽に合わせて身体を動

かす活動にも積極的に参加してくれました。

小・中の先輩である深小の宮川先生と演奏す

る機会をいただけてとても嬉しかったです。 

（３年生・真鍋友那・深川中出身） 

 一已小（10月）、深川中（11月）、一已中

（12月）に教員志望の本校生各１名がインターン

シップで訪れ、貴重な体験をしてきました。 


